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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,2533 3,2662 0,40% 2,19% 3,1210 3,3182

対円 JPY 33,00 32,97 -0,09% -4,91% 35,13 32,32

対ユーロ BRL 4,0131 4,0140 0,02% 2,67% 3,8531 4,0785

対ドル JPY 107,33 107,78 0,42% -2,70% 105,55 113,39

対ユーロ JPY 132,41 132,39 -0,02% -2,26% 131,58 137,50

Index 85.804 86.052 0,29% 5,95% 87.358 76.403

bps 156,40 158,27 1,20% 6,28% 188,62 142,50

% 9,84 9,87 0,30% -0,36% 10,07 9,68

% 6,58 6,55 -0,38% -5,28% 6,94 6,55

% 1,9039 1,9039 0,00% 9,14% 1,9039 1,6959

Index 193,67 194,17 0,26% -0,68% 201,19 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、年金改革法案の先送りに加え、昨日公表されたFOMC議事録（１月３０－

３１日開催分）を受けてグローバルにドルが強くなった影響もあり、ドル高レアル安が引けにかけて進行。一時

３．２７台に迫る時間帯も見られた。議事録では、当局者が米国経済の見通しに前向きな姿勢を強めていること

が窺える。①２０１８年の経済成長ペースは中長期的に持続可能と当局が見込むペースを上回り、労働市場の

状況は一層力強さを増すと予想される、②幾人かの参加者は短期的な経済成長を昨年１２月会合時から上方

修正、③経済成長見通しの強まりでさらなる漸進的な政策引き締めが適切になる可能性が高まった、などの

見解が記述されている。また、先月会合時後に公表された声明では、政策金利の「さらなる」斬新的な引き上

げを見込む、と、「さらなる」との文言が付け加えられたが、これについては、「メンバーらが、短期的な経済

見通しの強まりにより、ＦＦ金利の斬新的な上向きの軌道が適切になる可能性が一段と高まったとの認識で

一致した」と説明されている。

米格付会社Ｆｉｔｃｈは２０日、Ｍｏｏｄｙ’ｓに続いて、「年金法案の先送りが同国格付にとって下押し圧力となる」と

の見解を公表。引き続き財政再建策の行方が格付に大きな影響を与える、とのスタンスを維持している。


